
一 般 質 問 
 

                                          令和６年第３回定例会（９月１０日） 
 

質 問 者 内          容 答弁を求める者 

   
髙山 豊彦 １．第 5 次総合計画の前期基本計画及び総合戦略の課題を問う 

 
町長 

 （１） 茶源郷乗合交通「WazCar」の運営状況について 
 

総務課長 

 ① NPO法人 Yubune が関わる業務の内容は。 
② 今年 4 月以降の湯船エリアとそれ以外のエリアによる各
月別利用者数は。 

③ 6月 3日以降の山城ヤサカ交通を除くドライバーの登録者
数と町職員による運行日数は。 

 

 

 （２）農村振興課と地域力推進課には共通する事業が多くある
が、どのように分担されているのか。 

 

農村振興課長 

地域力推進課長 

 （３） 基本計画の内、和束町活性化センターが担っている業務
内容は。 

 

農村振興課長 

 （４） 下水道事業における最大の課題は。 
 
 

建設事業課長 

 ２．医療的支援について 
 

町長 

 （１）がん治療に伴う外見変化をケアする、がん患者アピアラン
スケア支援の考えは。 

 

福祉課長 

（２）中高年に発症率が高くなる帯状疱疹を予防するためのワク
チン接種に対する支援の考えは。 

 

 

   
山本 達也 １．和束町の防災対策について。 

 
町長 

 （１） 和束町の対口支援自治体はあるか。 
 

総務課長 

 （２） 食料及び水の備蓄量は何人分が何日分あるか。 
 

 

 （３） 各地区の避難場所と避難経路は町民に徹底されているか。 
 

 

 （４）すべての避難場所の生活環境（冷暖房等空調設備、トイレ
環境、間仕切りテント、ベッド等）は万全か。 

 

 

 （５）災害時に全町民の病状（血液型、処方薬、持病・既往症や
アレルギー等）を把握できる手段やツールはあるか。 

 
 

 

 ２．和束町水道水の安全性について、検査実施の間隔と最新の検
査結果は。 

 

建設事業課長 

 ３．和束町ホームページ改修の進捗状況と改修終了予定期日は。 
 
 

総務課長 

 ４．空き家を空き家バンクに提供いただくための新たな仕組みや
施策は。  

 

地域力推進課長 



 

岡本 正意 
 

１．保険証廃止の中止、存続を 
 

（１）保険証廃止に反対、不安の声が多数を占める状況を無視し廃止
を強行することは許されない。町として廃止中止、現行制度の存
続を国に要請を。 

 
（２）廃止が強行された場合でも、全ての被保険者に資格確認書の発

行を。 
 
 
２．「酷暑・猛暑」対策の強化、改善を 
 
（１）小中学校の体育館、B&Gアリーナとトレーニングルームに空調

設備を。 
 
（２）全公共施設での断熱や遮熱等の改修を。個人家屋での断熱等の

改修補助の検討を。 
 
（３）低所得世帯等でのエアコン未設置や設置が困難なケースへの設

置補助の検討を。 
 
 
３．町道の改修について 
 
（１）町道白栖撰原線は傷みが激しく、拡幅や改修・舗装が急がれる

と考えるが見通しは。 
 
（２）町道下島銭司線の現状と今後の改修方向は。 
 

① 激しく破損、崩壊しているが経過や原因の説明を。 
② 破損、崩壊を起こした責任の所在は。 
③ 原状回復、通行再開への方向性は。 

 
 
４．移動販売「茶太郎」の終了をうけて 
 
（１）再開後、半年で終了となったが、町としてのうけとめと今後の

方向性は。 

 

町長 

税住民課長 

 

 

 

 
 
 
 
 
町長 

農村振興課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

建設事業課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町長 

 

   

 


